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年１世代をおくる蛾類は、春先、ポプラの展葉とと

もに羽化・産卵し、無数の幼虫が葉を食べ尽くして

いて、現地に行った８月上旬には、土中で蛹化して

見られませんでした。また、年２世代以上を送る蛾

類は既に第１回幼虫の食害が終わり、蛹化し、羽化

していました。

日本では想像がつかない規模の害虫被害で、航空

機による薬剤散布も行っているようですが、見たり

聞いたりした感じでは、防除が後追いになっている

ようです。防除所は調査研究機関ではないためか、

毎年発生する種類も多いものの発生予察などの調査

体制が十分でないように思えました。

おわりに

あまり行く機会がないであろう中国の新彊ウイグ

ル自治区での視察は非常に有意義なものでした。出

発前には、新彊は砂漠ばかりの埃っぽい土地で、森

林などないものと考えていたので、ウルムチ市の街

や公園などの緑が多く、きれいなのには驚きました。

テレビで見る西域の光景は郊外に行かないと見るこ

とはできず、歩いている老人の民族衣装や、名物の

シシカバブを焼く煙が街のあちこちで立ち上ってい

るのを除けば、日本の都会とほとんど変わるところ

はありませんでした。

日本では、中国の森林病虫害に関する情報は寧夏

回族自治区でのポプラ害虫防除プロジェクトが比較

的知られていますが、新彊地区での樹木や森林病害

虫被害はほとんど知られていません。樹木や発生し

ている病害虫はほとんど初めて見るものばかりでし

た。調査内容は、虫害の大発生による被害地が主体

でしたが、アルカリ土壌条件下での散水継続に伴う

塩害が樹勢衰退に大きく影響しているものと考えて

います。

新彊に派遣された者としては、今後ともウルムチ

の森林被害に関心を持ち、CLAIRを通じて現地との

交流を続けていきたいと思っています。

(総括研究員兼研究企画監：奥田清貴)

図－1．ウルムチ市の高層ビル群 図－2．天然生ノニレの集団枯損木

図－3．傷口からの樹液漏出被害 図－4．大発生したシャチホコガに食害されたポプラ天然生林












